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取 組 概 要 主管 達成度 課題 改善策

01 現場到着時間の短縮
　市境界付近の出動区域等を見直し、同地域の現場到着時間
を短縮します。

Ｈ26 　3分短縮
情　報
指令課

100% 勤務体制の強化
問題点、改善点を洗い
出し、体制の強化と更
なる時間短縮を図る。

02 現場指揮体制の充実強化
　複雑多様化する災害に対応するため、災害現場を統括し部
隊を効果的に運用する現場指揮体制の充実強化を図ります。

Ｈ26
・～H25年度 指揮隊の運
用訓練及び検証
・H26年度　指揮隊配置

警防課 100%
指揮隊の効率的な
運用

運用状況の検証ととも
に、現場指揮体制確立
計画を作成し、更なる
検証を行う。

03
出動車両及び部隊の
適正配置

　高機能消防指令センターの整備に併せ地域の実情や消防需
要に応じた出動車両及び部隊配置を行い効率的かつ効果的に
運用し、初動体制の強化を図ります。

Ｈ26
・～H25年度　検証・検討
・H26年度　出動区域及び
出動車両基準改正

警防課 100%

04 防災体制の充実強化
　地震などの大規模な災害が発生した場合に想定される被害
等の状況をもとに、災害防ぎょ活動に支障の出ないよう対策
を講じます。

Ｈ25 　災害活動計画策定 警防課 100%
計画に基づく演習
の実施

活動計画に基づく演習
計画を策定し、演習を
実施して計画の見直し
等を行う。

01
高機能消防指令
センター整備

　指令業務の一元化を図り効果的かつ効率的な指令業務を行うた
め、消防局に高機能消防指令センターを整備します。また、消防
局の現指令センターを災害対策指揮室として整備し、警防本部が
迅速的確に意思決定できる体制を整えます。

Ｈ26
　高機能消防指令センター
　一元化　100％
　　　４月運用開始

情　報
指令課

100%
消防指令センター
の機能強化

ＢＣＰ策定と通信イン
フラ冗長化、クラウド
化の検討を行う。

02
消防救急無線
デジタル化整備

　消防救急無線がアナログ方式からデジタル方式に移行され
ることから指令センターの整備に併せ、消防救急無線のデジ
タル化を実施します。

Ｈ26
　消防救急無線デジタル化
　100％　４月運用開始

情　報
指令課

100%
アナログ無線の撤
去

撤去費用及び方法の検
討と旧施設の処分時
期・方法の検討を行
う。

03 消防用車両等整備
　老朽化した消防用車両を計画的に更新するとともに広域化
のメリットを生かし、重複車両の削減を行い適切な車両を配
置します。

Ｈ26
・更新車両　　８台
・削減車両　　３台

警防課
更新8台
削減4台
現72台

国庫補助等を有効活用
し更新計画に基づき更
新・削減を行う。

04 消防用資機材等整備
　防火衣の経年劣化及び広域化による統一化に対応するた
め、更新計画を策定し、計画的に整備していきます。

Ｈ26
・～H25年度 計画策定
・H26年度 1５0着更新

警防課
97.7%
(176着)

防火衣の整備

引き続き防火衣の更新
を実施するとともに、
消防用ホースの統一
化、更新を図る。

05 消防庁舎等整備
　宇部西消防署楠出張所の老朽化に伴い建替え等総合的に検
討し、楠地区の防災拠点として計画的に整備していきます。

Ｈ26
　楠出張所建設計画策定
　（H27年度以降 整備）

総務課
100%
(策定済)

用地購入→設計→
施工→運用開始の
推進

宇部市との連携を密に
し、円滑な事業の推進
を図る。

01 採用計画の策定

　多数の定年退職者（10年で100人、職員の１/３）に伴い
優秀な職員を確保するため、採用区分等を見直すとともに将
来の定年延長や再任用制度も視野にいれた採用計画を策定し
ます。

H25
↓

Ｈ26
　計画策定 総務課

―
(新再任用制

度の確立)

再任用制度の活用
と人材確保

他消防、構成市の動向
を踏まえ、また、当組
合の状況に沿った任用
を行う。

02 事務執行体制の効率化
　事務分掌の見直しや効率化を図るとともに職員配置の適正
化を行い、スリムで効率的な行政運営体制を構築します。

Ｈ25 　組織改正・規程整備 総務課 100%
引き続き事務の効
率化を図る組織体
制の検討が必要

業務改善について各所
属からの情報収集及び
連携により業務整理を
行う。

03 人材育成の強化
　職員の育成（教育、訓練）及び業務上必要な資格者の養成
を計画的に行い職員の一人一人のレベルアップを図り、行政
サービスの向上に努めます。

Ｈ25 　計画策定 総務課 100%

研修の実施と振り返りを
行い次年度研修計画に反
映させ、当組合に求めら
れる職員を育成する。

消防体制の
基盤強化

01

02

03
消防行政運営の
効率化

主  要  項  目
目 標 年 度・値事 務 事 業 名

消防活動体制の
充実強化

主  要  事  務  事  業

消防局実行計画 主要項目･事務事業一覧（Ｈ２４～２６年度）
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主  要  項  目

目 標 年 度・値事 務 事 業 名

主  要  事  務  事  業

消防局実行計画 主要項目･事務事業一覧（Ｈ２４～２６年度）

04 火災予防の推進 01
住宅用火災警報器設置
及び維持管理の普及促進

　住宅火災による死傷者や損害の低減を図るため、住宅用火
災警報器のさらなる設置対策を進めるとともに維持管理の啓
発を行います。

Ｈ26 　設置率100％ 予防課 92%
住宅用火災警報器
の経年劣化と消耗
品の寿命

概ね10年を経過した
住警器の取り替え等に
ついての啓発チラシ等
を配布し広報する。

01
救急車の適正利用の
普及啓発

　救急車の適正利用の啓発活動を推進し、重篤な傷病者への
救急体制の確保に努めます。

Ｈ26
救急搬送人員における軽症
者割合の減

警防課
1.2%
減少

引き続き救急車の適正
利用の普及啓発に努め
る。

02 応急手当の普及啓発

　市民の意識向上による救急講習受講者の増加に対応するた
め消防団と協働し救急講習を実施します。また、応急手当の
さらなる普及を促進するため中学校の協力を得て中学生に対
する救急講習を実施します。

Ｈ26
・応急手当普及員の養成
　（消防団員）15人
・中学生救急講習　200人

警防課
目標達成
（普33人
中364人)

応急手当普及員は3年ごと
の再講習を実施する。ま
た中学生等の受講者数を
増やし浸透させる。

03 救急搬送体制の円滑化
　傷病者の病院搬送を円滑化し、救命率及び予後改善の向上
を図るため、医療機関等と協働して対策を講じます。

Ｈ26 病院収容時間の短縮 警防課 ２分延伸

新輪番病院体制で
の受入体制につい
ての検証

地域医療協議会等で新
輪番病院の体制につい
て分析し、検証を行
う。

05
救急需要対策の
推進
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